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今
日
、
証
券
金
融
の
最
も
高
度
に
発
展
せ
る
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
、
義
経
済
の
支
柱
と
し
て
、
現
在
の
位
置
を
占
め
る
に
い
た
っ
た
。
一
九
世
紀
三
0
年
代
か
ら
鉄
道
部
門
を
ト
ッ
プ
に
南
北
戦
争
十
七
世
紀
重
商
主
義
の
も
と
で
、
政
治
的
資
本
主
義
の
「
お
と
し
子
」
と
し
て
生
ま
れ
た
株
式
会
社
企
業
が
、
今
や
、
ア
メ
リ
カ
に
ー
お
い
て
二
十
世
紀
資
本
主
義
の
革
命
的
手
段
と
な
る
に
い
た
る
ま
で
に
異
常
な
る
発
展
を
遂
げ
た
の
は
、
よ
る
企
業
資
本
の
高
度
集
中
、
即
ち
、
証
券
金
融
の
高
度
化
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
自
己
資
本
の
証
券
化
の
具
体
的
表
現
た
る
株
式
と
他
人
資
本
の
そ
れ
の
具
体
的
表
現
た
る
社
債
は
勿
論
の
こ
と
、
そ
れ
ら
両
者
に
証
券
の
種
別
化
を
も
た
ら
し
、
株
式
・
社
債
を
両
極
と
し
て
、
そ
の
中
間
領
域
に
多
種
多
様
の
証
券
を
創
造
す
る
に
い
た
り
、
所
②
 
謂
「
株
式
の
社
債
化
・
社
債
の
株
式
化
」
な
る
現
象
を
呈
し
、
株
式
金
融
・
社
債
金
融
と
共
に
こ
れ
ら
特
殊
証
券
金
融
を
最
高
度
に
駆
使
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
資
本
主
義
的
生
産
遂
行
の
た
め
絶
え
ず
各
企
業
に
要
求
さ
れ
る
長
期
的
巨
額
資
本
を
調
達
・
集
中
し
、
資
本
主
は
し
が
き
ア
メ
リ
カ
優
先
株
の
発
達
日
ア
メ
リ
カ
優
先
株
の
発
達
H
（
松
谷
）
松
谷
一
に
そ
の
資
本
の
証
券
化
に
五
勉
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有
意
義
な
こ
と
で
あ
る
。
以
下
、
そ
れ
に
つ
い
て
考
察
し
て
行
こ
う
。
五
（
一
八
六
一
ー
六
五
年
）
後
全
て
の
部
門
が
株
式
会
社
形
態
で
支
配
さ
れ
、
証
券
金
融
は
急
激
に
台
頭
す
る
に
い
た
り
、
一
八
八
五
年
か
ら
始
ま
っ
た
企
業
合
同
の
第
一
期
か
ら
漸
く
証
券
の
種
別
化
が
生
じ
始
め
、
第
二
期
（
一
八
九
七
ー
一
九0
三
年
）
•
第
三
期
(
-
九
一
九
ー
ニ
九
年
）
を
経
て
三
0
年
代
末
迄
に
そ
れ
が
よ
り
一
層
多
種
類
化
し
、
且
つ
、
全
産
業
部
門
に
普
及
し
た
。
だ
が
、
特
殊
証
券
③
 
金
融
中
そ
の
中
核
た
る
優
先
株
金
融
・
転
換
証
券
金
融
は
か
な
り
古
く
か
ら
利
用
さ
れ
て
い
た
。
山
周
知
の
如
く
、
優
先
株
の
歴
史
は
、
株
式
会
社
の
歴
史
と
同
様
に
古
い
。
即
ち
、
社
は
財
政
状
態
の
悪
化
か
ら
遂
に
一
六
七
四
年
に
こ
れ
を
改
組
し
て
新
西
印
度
会
社
を
設
立
す
る
に
い
た
っ
た
。
こ
の
改
組
に
際
し
て
、
旧
額
面
の
四
彩
の
追
加
払
込
を
せ
る
旧
株
主
に
は
一
定
率
ま
で
優
先
的
に
配
当
を
与
え
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
払
込
を
促
進
さ
せ
、
未
一
六
九
八
年
に
設
立
さ
れ
た
イ
ギ
リ
ス
新
東
印
度
会
社
に
も
一
種
の
優
先
株
制
が
払
込
の
旧
株
式
を
「
睡
眠
株
」
s
l
a
p
e
n
d
e
acti菩
と
呼
び
、
前
者
に
一
定
率
の
優
先
配
当
を
与
え
、
し
か
る
後
尚
利
潤
が
あ
る
場
合
固
に
の
み
後
者
に
配
当
を
与
え
た
の
で
あ
っ
た
。
又
、
と
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
、
そ
の
起
源
を
遠
く
近
代
的
株
式
会
社
の
成
立
期
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
の
出
来
る
優
先
株
制
は
、
今
日
、
各
国
で
普
通
株
と
社
債
と
の
中
間
的
証
券
・
折
衷
的
証
券
利
用
せ
ら
れ
、
securities
と
し
て
特
に
著
し
く
利
用
せ
ら
れ
、
単
に
普
通
株
に
優
先
し
て
、
利
益
配
当
を
享
受
し
得
る
点
に
そ
の
本
来
的
意
義
を
持
つ
優
先
株
に
、
種
々
な
る
条
項
provision
が
附
加
せ
ら
れ
、
そ
の
内
容
は
余
り
に
も
多
種
多
様
化
し
、
複
雑
化
し
て
い
る
。
か
か
る
ア
メ
リ
カ
優
先
株
に
つ
い
て
、
そ
の
誕
生
か
ら
現
在
に
い
た
る
そ
の
発
展
過
程
を
概
略
的
に
追
跡
し
、
そ
れ
が
如
何
な
る
経
過
を
辿
っ
て
現
在
に
い
た
り
、
資
本
調
達
の
一
用
具
tool
と
し
て
如
何
な
る
役
割
を
果
し
て
来
た
か
を
考
察
す
る
こ
と
は
、
財
務
上
ア
メ
リ
カ
優
先
株
の
発
達
H
就
中
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
前
述
せ
る
如
く
、
．
 
c
o
m
p
r
o
m
i
s
e
 
一
六
ニ
―
年
に
設
立
さ
れ
た
オ
ラ
ン
ダ
西
印
度
会
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ア
メ
リ
カ
優
先
株
の
発
達
H
註
山
桜
井
信
行
訳
A
.
A
・
バ
ー
リ
「
二
十
世
紀
資
本
主
義
革
命
」
九
頁
②
上
林
正
矩
「
株
式
と
社
債
」
四
七
頁
③
ア
メ
リ
カ
で
生
ま
れ
発
展
し
た
転
換
証
券
は
、
一
八
四
•
五
0
年
代
の
所
謂
「
鉄
道
投
機
の
時
期
」
に
イ
ー
リ
鉄
道
(
E
r
i
eR.)
株
の
最
も
卓
越
し
た
投
機
師
の
一
人
で
あ
っ
た
リ
ッ
ト
ル
J
a
c
o
b
Little
が
考
案
し
(
H
e
n
r
y
C
l
e
w
s
;
 
Fifty 
Y
e
a
r
s
 
in 
W
a
l
l
 
Street, 
1
9
0
8
 
pp. 1
0
~
1
1
.
)
、
そ
の
総
i、
同
イ
ー
リ
鉄
道
で
こ
れ
を
大
々
的
に
使
用
し
成
功
し
た
人
々
に
ほ
、
D
•
D
r
e
w
,
J. 
G
o
u
l
d
,
 E
•
H
•
H
a
r
r
i
m
a
n
等
が
挙
げ
ら
れ
う
る
。
(
E
.
F
•
D
o
n
a
l
d
s
o
n
;
C
o
r
p
o
r
a
t
e
 Finance, 1
9
5
7
,
 
p. 
2
3
4
.
)
,
I
K
 1
九
一
―
―
1
1一
年
以
降
の
転
換
証
券
発
行
高
•
発
行
理
由
等
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
C.J.
Pilcher
「
転
換
証
券
に
よ
る
資
本
調
達
に
つ
い
て
」
（
商
学
論
集
第
一
一
一
巻
第
四
号
）
の
資
料
紹
介
を
参
照
さ
れ
た
い
。
④
国
弘
員
人
「
株
式
会
社
論
」
六
四
頁
固
大
塚
久
雄
「
株
式
会
社
発
生
史
論
」
四
八
五
ー
八
九
頁
⑥
大
塚
久
雄
前
掲
書
五
八
0
頁
切
岡
村
正
人
「
株
式
会
社
金
融
の
研
究
」
五
三
頁
W
.
B
.
T
a
y
l
o
r
;
 
Financial Policies 
of B
u
s
i
n
e
s
s
 Enterprise, 1
9
5
6
 
p. 
1
4
3
,
 
F•F. 
B
u
r
t
c
h
e
t
t
 
&
 
C.M•Hicks; 
C
o
r
p
o
r
a
t
i
o
n
 Finance, 
1948 p. 
10
. 
一
八
二
五
年
に
イ
ー
リ
運
河
E
r
i
e
c
a
n
a
l
が
完
成
し
て
以
来
、
合
衆
国
は
全
国
的
に
熱
狂
的
な
運
河
建
設
期
を
迎
え
、
更
に
一
八
――-0年
最
初
の
公
共
的
交
通
手
段
と
し
て
の
ボ
ル
チ
モ
ア
・
オ
ハ
イ
オ
鉄
道
B
a
l
t
i
m
o
r
e
&
 O
h
i
o
 R. 
(
以
下
B
.
0
と
略
す
）
の
②
 
開
通
後
、
所
謂
「
鉄
道
狂
時
代
」
に
突
入
す
る
に
い
た
っ
た
。
多
額
の
創
設
資
本
を
要
す
る
こ
れ
ら
運
河
・
鉄
道
は
、
私
的
資
本
を
ほ
じ
め
、
連
邦
・
州
・
群
．
都
市
の
援
助
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
、
と
り
わ
け
各
州
政
府
は
、
州
内
改
良
i
n
t
e
r
n
a
l
i
m
p
r
o
v
e
m
e
n
t
の
③
 
た
め
そ
れ
ら
の
建
設
に
多
大
の
援
助
を
な
し
た
こ
と
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
（
松
谷
）
五
四
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（
松
谷
）
ボ
ル
チ
モ
ア
・
オ
ハ
イ
オ
鉄
道
会
社
に
反
対
し
、
又
他
の
グ
ル
ー
プ
の
人
々
は
、
ア
メ
リ
カ
優
先
株
が
誕
生
し
た
の
ほ
、
ち
ょ
う
ど
こ
の
運
河
・
鉄
道
の
建
設
期
に
お
い
て
で
あ
り
、
そ
の
起
源
は
、
一
八
三
六
年
メ
山
リ
ー
ラ
ン
ド
州
立
法
部
が
州
内
改
良
に
努
め
る
運
河
・
鉄
道
会
社
の
株
式
の
引
受
を
認
め
た
時
に
求
め
る
こ
と
が
出
来
る
。
即
ち
、
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
州
内
の
有
力
な
る
内
部
改
良
会
社
た
る
前
記
B
.
0鉄
道
ほ
、
ホ
ニ
ー
リ
ン
グ
固
へ
そ
の
路
線
を
完
成
さ
せ
る
た
め
の
追
加
資
金
の
援
助
を
州
政
府
に
求
め
、
叉
カ
ン
バ
ー
ラ
ン
ド
C
u
m
b
e
r
l
a
n
d
迄
そ
の
運
河
を
完
成
さ
す
べ
く
一
八
三
五
年
に
州
政
府
か
ら
二
0
0万
ド
ル
の
資
金
援
助
を
受
け
た
チ
ェ
サ
ビ
ー
ク
・
オ
ハ
イ
オ
運
河
C
h
e
s
a
p
e
a
k
e
&
 O
h
i
o
 C
a
n
a
l
 
(
以
下c
•
O
と
略
す
）
は
、
最
初
の
一
0
九
マ
イ
ル
の
建
設
に
四
六
0
万
ド
ル
以
上
を
費
し
、
カ
ン
バ
ー
ラ
ン
ド
迄
残
る
七
八
マ
イ
ル
を
建
設
す
る
た
め
の
資
金
を
得
る
た
め
に
取
締
役
達
は
一
八
三
⑥
 
六
年
一
月
三
0
日
に
州
政
府
に
追
加
援
助
を
求
め
た
。
だ
が
、
ボ
ル
チ
モ
ア
市
民
は
、
C
•
O
運
河
は
ボ
ル
チ
モ
ア
か
ら
コ
ロ
ム
ビ
ア
五
五
一
八
三
五
年
十
二
月
に
、
ら
そ
う
と
し
て
い
る
の
だ
と
考
え
、
そ
の
結
果
、
州
政
府
が
C
•
O
運
河
の
一
地
点
か
ら
ボ
ル
チ
モ
ア
迄
、
尚
そ
の
上
、
遥
か
に
遠
い
コ
ロ
ム
ビ
ア
区
域
に
迄
運
河
を
建
設
す
る
に
充
分
な
資
金
を
充
当
す
る
の
で
な
け
れ
ば
こ
の
運
河
に
そ
れ
以
上
の
援
助
を
与
え
る
こ
と
ー
プ
の
要
望
に
応
じ
て
、
ア
メ
リ
カ
優
先
株
の
発
達
H
ジ
ョ
ー
ジ
ク
ウ
ン
G
e
o
r
g
e
t
o
w
n
で
ア
ン
ナ
ボ
リ
ス
A
n
n
a
p
o
l
i
s
港
と
C
•
O
運
河
が
接
続
す
る
の
を
恐
れ
、
又
東
部
沿
岸
地
方
の
人
々
は
、
彼
ら
が
州
政
府
の
補
助
金
t
h
e
state's b
o
u
n
t
y
の
恩
恵
に
浴
さ
な
い
な
ら
州
内
の
他
の
地
方
の
発
展
の
た
め
に
州
基
金
を
充
当
す
る
こ
と
を
好
ま
な
か
っ
た
。
従
っ
て
州
政
府
は
、
こ
の
よ
う
な
色
々
な
グ
ル
⑧
 
一
八
三
六
年
三
月
九
日
の
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
州
議
会
に
次
の
よ
う
な
一
議
案
を
上
提
し
た
。
即
ち
、
「
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
州
は
、
以
下
の
会
社
の
元
入
資
本
に
出
資
す
べ
き
で
あ
る
。
W
h
e
e
l
i
n
g
と
ビ
ッ
ツ
バ
ー
ク
P
i
t
t
s
b
u
r
g
h
――1
0
0万
ド
ル
C
o
l
u
m
b
i
a
区
域
迄
の
西
部
取
引
の
大
部
分
を
逸
232 
に
い
た
っ
た
の
で
あ
る
。
併
し
、
こ
の
議
案
に
反
対
す
る
多
く
の
修
正
案
が
出
さ
れ
た
。
の
配
当
支
払
い
を
保
証
す
る
こ
と
。
だ
が
、
結
局
そ
れ
ら
は
す
べ
て
否
決
せ
ら
れ
、
唯
プ
ラ
ッ
ト
M
r
.
州
の
新
規
引
受
株
式
に
対
し
て
六
形
の
配
当
の
支
払
い
を
保
証
す
る
、
口
B
•
O
鉄
道
は
、
そ
の
州
の
新
規
引
受
株
式
に
対
し
て
こ
五
0
万
ド
ル
」
ア
メ
リ
カ
優
先
株
の
発
達
H
東
部
沿
岸
鉄
道
会
社
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
運
河
会
社
ア
ン
ナ
ボ
リ
ス
・
ボ
ト
マ
ッ
ク
運
河
会
社
併
し
、
こ
の
議
案
は
大
多
数
の
反
対
者
に
よ
っ
て
否
決
せ
ら
れ
た
。
だ
が
本
問
題
は
、
州
の
開
発
•
発
展
に
と
っ
て
重
要
な
る
問
題
で
あ
る
た
め
、
両
院
委
員
会
を
開
催
し
、
そ
の
解
決
策
を
練
る
こ
と
に
決
っ
た
。
四
月
か
ら
開
か
れ
た
委
員
会
で
も
大
多
数
の
委
員
達
は
、
上
記
会
社
へ
そ
れ
以
上
の
援
助
を
与
え
る
こ
と
に
は
余
り
熱
意
を
持
っ
て
は
い
な
か
っ
た
。
併
し
、
⑨
 
中
心
と
し
た
少
数
の
委
員
は
、
五
月
二
十
五
日
に
次
の
よ
う
な
一
議
案
を
提
出
し
た
。
即
ち
、
H
れ
と
同
額
の
配
当
支
払
い
を
保
証
し
、
且
つ
、
す
こ
と
を
保
証
す
る
、
国
オ
ハ
イ
オ
ヘ
そ
の
鉄
道
が
完
成
す
る
ま
で
州
政
府
以
外
の
資
金
源
か
ら
資
本
調
達
を
な
東
部
沿
岸
鉄
道
も
、
四
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
運
河
、
国
メ
リ
ッ
ク
C.
M
e
r
r
i
c
k
を
ア
ン
ナ
ポ
リ
ス
・
ボ
ト
マ
ッ
ク
運
河
も
上
と
同
額
Pratt
の
修
正
案
ー
|
そ
の
株
式
発
行
時
か
ら
三
年
後
に
そ
れ
が
優
先
株
と
な
る
ー
ー
は
、
三
九
対
一
二
九
の
同
数
と
な
り
、
そ
の
結
果
、
原
案
と
修
正
案
と
の
折
衷
案
と
し
て
、
前
記
五
社
は
、
新
規
発
行
株
式
に
対
し
て
発
行
後
三
年
間
年
六
％
の
優
先
的
配
当
を
支
払
わ
ね
ol 
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
条
件
と
し
て
、
州
政
府
が
そ
れ
を
引
受
け
る
こ
と
を
正
式
に
決
定
さ
れ
、
こ
こ
に
ア
メ
リ
カ
優
先
株
が
誕
生
す
る
五
0
万
ド
ル
1
0
0万
ド
ル
チ
ェ
サ
ピ
ー
ク
・
オ
ハ
イ
オ
運
河
会
社
（
松
谷
）
0
0万
ド
ル
C
.
0
運
河
は
、
五
六
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
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ま
T
、
9
,
1
,
 
（
松
谷
）
他
の
如
何
な
る
資
金
源
か
ら
も
、
五
七
そ
の
必
要
資
金
を
調
達
し
得
な
い
こ
と
が
明
白
と
な
り
更
に
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
区
域
内
に
あ
る
運
河
の
一
地
点
か
コ
ロ
ン
ビ
ア
特
別
区
域
が
以
上
の
如
く
考
案
さ
れ
た
こ
れ
ら
優
先
株
は
、
実
際
上
す
べ
て
全
く
同
一
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
即
ち
、
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
州
立
法
部
の
規
定
に
よ
る
そ
れ
ら
の
法
的
性
格
を
み
る
と
、
そ
の
第
七
項
で
は
、
C
.
0
運
河
の
そ
れ
は
、
当
該
会
社
利
益
が
総
発
行
株
式
に
年
六
％
の
配
当
支
払
い
が
出
来
る
ま
で
年
六
％
の
優
先
配
当
を
受
け
、
そ
れ
以
後
は
他
の
株
式
と
同
様
に
当
該
会
社
の
決
定
せ
る
配
当
“"l. 
額
を
享
受
す
る
と
あ
り
、
第
六
項
で
は
、
発
行
後
＿
―
-
年
間
そ
の
配
当
支
払
い
の
延
期
を
認
め
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
第
九
項
で
は
、
B
•
O
鉄
道
の
そ
れ
は
、
会
社
利
益
が
総
発
行
株
式
に
年
六
形
の
配
当
支
払
い
が
出
来
る
ま
で
六
彩
の
優
先
配
当
を
受
け
、
そ
れ
以
後
、
t“. 
如
何
に
会
社
利
益
が
増
大
し
て
も
年
六
彩
の
優
先
配
当
に
と
ど
ま
る
、
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
こ
れ
は
永
久
的
・
非
参
加
的
優
先
株
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
り
、
C
•
O
連
河
の
そ
れ
は
、
永
久
的
優
先
株
で
は
な
く
、
或
期
間
だ
け
即
ち
、
総
株
式
に
六
彩
配
当
支
払
い
が
出
来
る
ま
で
優
先
性
を
持
ち
、
そ
れ
以
後
は
他
の
株
式
と
同
様
に
普
通
株
と
な
る
、
の
三
会
社
の
そ
れ
は
、
前
記
B
.
0鉄
道
の
そ
れ
と
全
く
同
一
の
性
格
の
も
の
で
あ
っ
た
。
議
決
権
に
関
し
て
は
、
す
べ
て
普
通
株
と
全
く
同
一
の
権
利
を
持
ち
、
た
だB
•
O
鉄
道
の
そ
れ
に
だ
け
は
、
例
外
的
に
州
政
府
は
、
t
 
3U 
そ
の
経
営
者
に
州
自
身
の
代
表
者
を
送
る
必
要
を
感
じ
、
取
締
役
の
選
任
に
際
し
て
優
先
的
地
位
を
占
め
る
こ
と
を
規
定
し
た
。
州
政
府
の
か
か
る
優
先
的
配
当
規
定
に
対
し
て
、
B
•
O
鉄
道
は
何
ん
ら
の
反
対
も
せ
ず
に
同
意
し
た
が
、
C
•
O
運
河
の
株
主
達
州
政
府
が
、
そ
の
運
河
会
社
の
株
式
の
過
半
数
を
所
有
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
会
社
創
設
以
来
、
所
有
せ
る
運
河
の
支
配
権
は
、
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
州
へ
移
転
す
る
。
ロ
際
上
不
可
能
で
あ
る
と
決
定
し
、
ア
メ
リ
カ
優
先
株
の
発
達
H
そ
の
法
規
は
、
つ
ま
り
一
時
的
な
優
先
株
で
あ
る
。
他
ら
は
じ
ま
り
、
実
際
上
玉
ル
チ
モ
ア
で
終
る
横
切
り
の
運
河
の
敷
設
を
予
定
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
こ
れ
は
、
ボ
ル
チ
モ
ア
ヘ
そ
の
交
ハ"i 
通
を
転
換
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
の
理
由
で
激
し
く
反
対
し
た
。
だ
が
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
区
域
内
で
の
運
河
の
横
切
り
は
、
実
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H
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B
•
O
鉄
道
が
そ
の
規
定
に
同
意
し
た
こ
と
に
さ
と
さ
れ
て
、
遂
に
、
同
年
七
月
二
十
八
日
に
そ
れ
を
受
諾
し
た
。
こ
こ
に
、
以
上
の
よ
う
に
、
ア
メ
リ
の
引
受
け
を
認
め
た
。
こ
れ
は
、
そ
の
会
社
の
建
設
完
了
後
一
カ
年
経
た
後
か
ら
会
社
の
純
益
が
総
発
行
株
式
に
六
％
の
配
当
支
払
い
û 
n
u
 
が
出
来
る
ま
で
、
そ
の
優
先
株
に
六
％
の
配
当
支
払
い
を
保
証
す
る
も
の
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
優
先
株
は
、
州
政
府
が
運
河
・
鉄
道
会
社
に
追
加
資
金
の
援
助
を
な
す
代
償
と
し
て
優
先
的
配
当
の
享
受
を
得
る
べ
く
考
案
さ
れ
、
半
強
制
的
に
発
行
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
誕
生
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
そ
の
優
先
株
は
す
べ
て
州
政
府
自
身
が
保
有
し
、
而
も
、
前
記
諸
規
定
か
ら
も
わ
か
る
如
く
、
そ
れ
ほ
累
積
的
配
当
1
社
債
（
借
入
金
）
に
支
払
う
確
定
利
子
と
同
じ
性
質
の
も
の
で
あ
る
ー
を
享
受
し
、
し
か
も
普
通
株
主
と
全
く
同
様
に
、
す
べ
て
の
株
主
権
を
所
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
か
か
る
株
式
と
社
債
と
の
両
者
の
性
格
を
具
備
す
る
証
券
た
る
優
先
株
の
発
行
に
は
、
当
時
の
人
々
は
理
解
に
苦
し
み
、
特
に
株
主
達
の
反
対
し
た
の
も
当
然
で
あ
る
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
殊
に
こ
れ
ら
の
諸
会
社
は
、
従
来
よ
り
州
政
府
か
ら
多
額
の
貸
付
金
を
得
る
こ
と
に
慣
れ
、
従
っ
て
大
多
数
の
人
々
は
こ
の
優
先
株
を
株
式
と
し
て
で
は
な
く
、
む
し
ろ
一
種
の
借
入
金
1
1
一
種
の
債
務
証
券
d
e
b
t
s
e
c
u
r
i
t
i
e
s
と
み
な
し
た
こ
と
か
ら
当
然
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
、
当
時
の
新
聞
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
優
先
り“"1 
的
配
当
規
定
に
対
す
る
当
時
の
一
般
の
批
判
か
ら
容
易
に
推
察
し
得
る
。
R
.
M
.
 R
o
b
e
r
t
s
o
n
;
 
H
i
s
t
o
r
y
 of the A
m
e
r
i
c
a
n
 E
c
o
n
o
m
y
`
1
9
5
5
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 p. 
108. 
T
.
W
.
 V
a
n
 M
e
t
r
e
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T
r
a
n
s
p
o
r
t
a
t
i
o
n
 in 
the U
n
i
t
e
d
 States, 
1950, 
p. 
29. 
G.R. T
a
y
l
e
r
;
 
T
h
e
 transportation revolution, 
1951, 
pp. 
4
8
~
5
2
,
 pp. 
9
2
~
9
4
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C.A•Dauten; 
B
u
s
i
n
e
s
s
 Finance, 1956, 
p. 
83. 
更
に
、
翌
年
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
州
は
、
ア
ン
ナ
ボ
リ
ス
・
ニ
ル
ク
リ
ッ
ヂ
鉄
道
A
n
n
a
p
o
l
i
s
&
 E
l
k
 R
i
d
g
e
 R
.
の
六
彩
優
先
株
カ
優
先
株
が
実
際
に
初
め
て
発
行
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
（
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切
G
•
H
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E
r
a
n
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;
ibid., 
pp. 
44~45. 
イ
ー
リ
運
河
が
完
成
し
て
以
来
、
ニ
ュ
ー
・
ヨ
ー
ク
は
、
西
部
と
の
取
引
関
係
の
新
し
い
中
心
地
と
し
て
急
速
に
発
展
し
た
の
に
反
し
て
、
こ
れ
ま
で
国
道
N
a
t
i
o
n
a
l
R
o
a
d
に
よ
っ
て
西
部
取
引
上
有
利
な
地
位
に
あ
っ
た
ボ
ル
チ
モ
ア
は
次
第
に
衰
え
、
更
に
一
八
二
八
年
ジ
ョ
ー
ジ
ク
ウ
ン
か
ら
着
手
さ
れ
て
カ
ソ
バ
ー
ラ
ン
ド
ま
で
更
に
、
ア
パ
ラ
チ
ア
山
脈
を
横
切
っ
て
オ
ハ
イ
オ
河
へ
接
続
す
べ
く
創
設
さ
れ
た
C
.
0
運
河
は
、
ボ
ル
チ
モ
ア
ま
で
拡
長
さ
れ
ず
、
従
っ
て
ジ
ョ
ー
ジ
ク
ウ
ン
と
ワ
シ
ン
ト
ソ
ヘ
西
部
取
引
が
転
向
す
る
こ
と
を
恐
れ
て
、
ボ
ル
チ
モ
ア
商
人
・
小
資
本
家
達
が
か
か
る
競
争
に
打
勝
っ
た
め
の
最
上
の
手
段
と
し
て
B
•
O
鉄
道
を
創
設
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
故
、
そ
の
市
民
達
は
、
C
.
o
運
河
へ
の
資
金
援
助
に
は
猛
烈
に
反
対
し
た
。
G
.
R
.
T
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y
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o
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ibid., 
p. 
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7
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 T.W•Van 
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9
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G•H•Evans; 
ibid., 
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G
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H
•
E
v
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46. 
(
G•H•Evans; 
ibid••p. 
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⑬
B
.
0
鉄
道
は
、
比
較
的
良
好
な
営
業
状
態
に
あ
っ
た
が
併
し
、
州
政
府
は
そ
の
取
締
役
会
に
州
自
身
の
代
表
を
送
る
必
要
を
感
じ
て
、
通
常
の
議
決
権
の
上
に
更
に
各
五
、
0
0
0株
に
つ
い
て
一
人
の
取
締
役
を
任
命
す
る
権
利
を
州
に
与
え
る
こ
と
を
会
社
側
に
要
求
し
、
そ
の
結
果
、
州
政
府
は
取
締
役
会
の
％
を
支
配
す
る
に
至
っ
た
。
他
の
一
二
社
は
余
り
重
要
で
な
い
の
で
代
表
者
を
送
る
必
要
は
な
か
っ
た
。
G•H•Evans; 
ibid••p. 
4
7
.
 
⑭
特
に
、
ジ
ョ
ー
ジ
ク
ウ
ン
・
ワ
シ
ソ
ト
ソ
・
ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ア
に
住
む
株
主
達
は
激
し
く
反
対
し
た
。
B
.
0
鉄
道
で
は
、
経
営
状
態
が
最
も
良
好
で
あ
り
、
株
主
達
は
、
年
六
形
の
資
本
費
に
比
し
て
追
加
資
本
は
よ
り
大
な
る
利
益
1
1
配
当
を
も
た
ら
す
と
考
え
た
た
め
反
対
は
し
な
か
っ
た
。
G
•
H
•
E
v
a
n
s
;
ibid••p. 
4
9
.
 
G•H•Evans; 
ibid •p. 
48. 
ア
メ
リ
カ
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発
達
H
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(
G•H•Evans; 
ibid., 
p. 
49. 
閻
一
八
三
六
年
六
月
十
一
1
一
日
の
ジ
ョ
ー
ジ
ク
ウ
ソ
新
聞
に
は
、
「
ジ
ョ
ー
ジ
ク
ウ
ソ
市
民
の
反
対
す
る
の
は
、
貸
付
金
に
つ
い
て
の
不
合
理
な
、
破
格
な
性
格
を
持
つ
と
こ
ろ
に
あ
る
。
あ
る
規
定
さ
れ
た
配
当
又
は
利
子
を
受
け
る
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
州
政
府
の
要
求
は
、
如
何
な
る
正
義
の
原
則
に
も
と
づ
い
て
い
る
の
か
。
…
…
そ
の
貨
幣
は
C
.
0
運
河
へ
の
貸
付
金
に
対
し
て
二
重
の
性
格
ー
|
'
運
河
会
社
の
収
益
の
有
無
に
拘
わ
り
な
く
一
定
の
利
子
を
支
払
い
、
同
時
に
株
主
の
持
つ
平
等
の
権
利
と
通
常
の
新
株
引
受
権
を
与
え
ね
ば
な
ら
な
い
ー
を
持
つ
そ
ん
な
異
常
な
性
格
を
持
つ
こ
と
が
出
来
る
か
。
何
処
の
銀
行
で
も
又
、
如
何
な
る
合
本
制
度
の
会
社
Joint
s
t
o
c
k
 c
o
m
p
a
n
y
で
も
、
か
か
る
途
方
も
な
い
不
公
正
な
、
不
公
平
な
ケ
ー
ス
は
果
し
て
存
在
す
る
だ
ろ
う
か
。
か
か
る
条
件
は
一
八
一
―
―
五
年
の
貸
付
金
に
は
賦
課
し
よ
う
と
し
た
も
の
は
な
か
っ
た
。
…
…
」
と
優
先
株
規
定
に
対
す
る
一
般
的
意
見
を
掲
載
し
て
い
る
。
G
•
H
•
E
v
a
n
s
;
ibid., 
pp. 
48~49. 
新
奇
で
、
不
可
解
な
証
券
と
し
て
、
多
く
の
批
判
を
浴
び
な
が
ら
も
、
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
州
で
誕
生
し
た
優
先
株
は
、
や
が
て
四
0
年
代
に
入
っ
て
、
そ
の
発
展
史
の
第
二
段
階
を
迎
え
る
に
い
た
っ
た
の
で
あ
る
。
即
ち
優
先
株
は
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
州
だ
け
で
な
く
他
の
諸
州
で
も
発
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
而
も
、
州
政
府
に
対
し
て
で
は
な
く
、
各
会
社
は
自
発
的
に
州
政
府
か
ら
優
先
株
発
行
の
許
可
を
受
け
て
一
般
大
衆
に
売
出
す
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
当
時
「
合
法
的
に
召
集
せ
る
取
締
役
会
、
或
は
株
主
総
会
は
、
異
な
れ
る
時
に
発
行
せ
る
株
式
に
如
何
な
る
差
別
を
も
附
与
す
る
権
②
 
カ
p
o
w
e
r
を
持
た
ず
」
と
の
法
的
見
解
に
も
と
づ
い
て
、
各
会
社
は
本
来
、
優
先
株
発
行
の
権
利
を
持
た
ず
、
従
っ
て
、
そ
れ
の
発
行
決
定
後
、
そ
の
都
度
州
政
府
か
ら
許
可
を
得
て
売
出
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
多
く
の
批
判
と
反
論
を
受
け
た
優
先
株
制
が
何
故
広
く
そ
れ
は
一
に
当
時
の
鉄
道
会
社
の
財
政
状
態
に
あ
っ
た
。
即
ち
、
当
時
の
鉄
道
会
社
の
建
設
計
画
は
、
余
り
に
も
低
い
原
価
で
見
積
利
用
さ
れ
、
個
人
に
売
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
（
松
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う
よ
う
に
な
り
、
遂
に
は
一
般
化
す
る
に
い
た
っ
た
。
特
に
、
9 -
ノ~ヽ
ハ
ウ
サ
ト
ニ
ッ
ク
鉄
道
Housatonic
R.
は、
即
ち
、
る
会
社
に
も
援
助
を
与
え
る
こ
と
に
は
反
対
し
、
唯
、
新
規
株
式
の
発
行
に
お
い
て
、
こ
の
場
合
に
は
、
二
種
類
の
株
式
、
っ
た
。
そ
こ
で
多
く
の
会
社
は
、
次
第
に
或
特
定
期
間
、
そ
の
既
発
行
株
式
・
新
規
発
行
株
式
の
両
者
、
所
謂
「
建
設
利
息
」
に
相
当
す
る
I
こ
と
に
よ
っ
て
追
加
資
本
の
調
達
に
努
め
た
。
例
え
ば
、
一
八
四
つ
ま
③
 
ら
れ
、
当
初
の
計
画
を
完
遂
す
る
た
め
に
は
、
尚
多
額
の
追
加
資
本
を
必
要
と
し
た
。
併
し
州
政
府
は
、
以
前
の
如
く
容
易
に
如
何
な
一
般
大
衆
が
、
そ
れ
に
か
な
り
大
な
る
関
心
を
④
 
持
っ
て
い
る
こ
と
が
明
白
に
な
る
場
合
に
の
み
援
助
を
与
え
て
も
よ
い
、
と
の
態
度
を
と
る
に
い
た
っ
た
。
従
っ
て
、
各
会
社
は
そ
の
必
要
資
金
を
株
主
或
ほ
一
般
大
衆
か
ら
調
達
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
だ
が
、
そ
の
建
設
途
上
に
あ
っ
た
鉄
道
会
社
は
い
ま
だ
そ
の
利
益
を
挙
げ
る
に
は
い
た
ら
ず
、
勿
論
、
株
主
に
は
無
配
当
で
あ
り
、
そ
れ
故
、
新
株
式
発
行
に
よ
る
資
本
の
調
達
ほ
到
底
不
可
能
で
あ
つ
ま
り
旧
株
•
新
株
に
一
定
の
利
子
1
低
利
率
ー
の
支
払
い
を
約
束
す
る
か
或
は
、
当
該
事
業
計
画
が
或
点
に
到
達
す
る
ま
で
そ
れ
の
支
払
い
を
約
束
す
る
I
ニ
ュ
ー
・
ヨ
ー
ク
州
に
あ
る
＾
ド
ソ
固
ン
河
口
会
社
H
u
d
s
o
n
R
i
v
e
r
 c
o
m
p
a
n
y
 ~
、
そ
の
事
業
が
進
む
に
つ
れ
て
年
七
彩
の
利
子
の
支
払
い
を
行
っ
た
。
だ
が
、
そ
の
建
設
に
長
期
間
を
必
要
と
す
る
鉄
道
業
に
お
い
て
は
、
収
益
の
発
生
に
も
叉
、
長
期
間
を
要
す
る
。
従
っ
て
、
利
益
の
獲
得
し
得
な
い
建
設
期
間
中
に
、
そ
の
資
本
特
に
自
己
資
本
に
も
費
用
を
要
す
る
こ
と
は
、
会
社
側
に
と
っ
て
ほ
余
り
に
も
負
担
が
大
で
あ
る
こ
と
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
こ
で
一
部
の
会
社
は
、
上
記
の
方
法
に
よ
ら
ず
、
既
発
行
株
式
は
従
来
通
り
無
配
当
と
し
、
⑥
 
一
定
率
の
配
当
ー
利
子
ー
を
支
払
う
こ
と
に
よ
っ
て
追
加
資
本
の
調
達
を
計
っ
た
。
会
あ
ら
た
に
発
行
す
る
株
式
に
の
み
一
定
期
間
、
社
経
営
者
に
と
っ
て
は
、
前
記
の
方
式
よ
り
こ
の
方
式
の
方
が
遥
か
に
有
利
で
あ
る
た
め
、
以
後
次
第
に
多
く
の
会
社
が
こ
れ
に
見
倣
ニ
ュ
ー
・
ヨ
ー
ク
chusetts ~
に
お
い
て
は
、
払
g
ん
ど
す
べ
て
の
会
社
が
か
か
る
方
法
を
と
っ
た
。
り
旧
株
1
1
普
通
株
•
新
株
1
1
優
先
株
が
発
行
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
優
先
株
の
発
達
H
N
e
w
 Y
o
r
k
州
や
マ
サ
チ
ュ
セ
ッ
ツ
い
ま
だ
M
a
s
s
a
,
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で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
類
す
る
更
に
注
目
す
べ
き
ケ
ー
ス
と
し
て
は
、
即
ち
、
こ
の
会
社
は
、
主
と
し
て
ボ
ス
ト
ン
と
イ
ン
グ
ア
メ
リ
カ
優
先
株
の
発
達
H
三
年
迄
そ
の
株
式
に
何
ん
ら
の
配
当
金
を
も
与
え
ず
、
且
つ
、
近
い
将
来
に
配
当
を
支
払
い
得
る
見
込
み
も
全
く
な
く
、
そ
こ
で
引
受
済
株
式
の
中
、
払
込
済
株
式
は
少
な
く
、
多
く
は
未
払
込
株
式
で
あ
り
、
而
も
そ
れ
が
既
に
無
効
と
な
っ
て
い
た
も
の
が
多
か
っ
た
。
従
っ
て
、
新
株
式
発
行
に
よ
る
資
本
調
達
は
到
底
不
可
能
で
あ
っ
た
。
そ
れ
故
、
同
年
、
会
社
経
営
者
は
、
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
H
u
d
s
o
n
 
R
i
v
e
r
 
⑨
 
E
r
i
e
 L
a
k
e
迄
鉄
道
を
完
成
さ
せ
る
た
め
に
要
す
る
資
金
調
達
の
た
め
一
八
四
五
年
に
優
先
株
を
発
行
し
た
。
C
o
n
n
e、
cticut
州
政
府
か
ら
「
残
余
株
式
と
無
効
株
式
」
"
s
u
r
p
l
u
s
&
 forfeited 
s
t
o
c
k
"
の
発
行
と
、
そ
の
株
式
購
入
者
に
、
他
の
株
主
に
何
ん
ら
の
配
当
を
支
払
う
前
に
、
そ
の
利
益
か
ら
三
・
五
彩
の
配
当
を
年
二
回
に
分
け
て
支
払
う
こ
と
を
認
め
ら
れ
、
そ
れ
に
よ
⑧
 
っ
て
追
加
資
本
を
調
達
す
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
っ
た
。
e
 
u
 
更
に
、
不
完
全
な
、
非
常
に
貧
弱
な
設
備
を
持
つ
多
く
の
鉄
道
は
、
四
0
年
代
半
ば
か
ら
、
そ
れ
の
改
造
の
必
要
に
迫
ら
れ
た
。
即l
 
“
U
 
間
も
な
く
無
能
な
も
の
と
な
り
、
T
或
は
H
型
の
レ
ー
ル
に
取
替
え
ね
ば
な
ら
な
く
な
り
、
従
っ
て
、
そ
れ
に
要
す
る
資
金
を
調
達
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
多
く
の
会
社
は
、
新
株
1
1
優
先
株
を
発
行
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
四
の
目
的
を
達
し
た
の
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
＾
ウ
サ
ト
ニ
ッ
ク
鉄
道
も
こ
の
目
的
の
た
め
に
一
八
四
五
年
優
先
株
を
発
行
し
た
。
更
に
、
こ
の
会
社
の
場
合
に
は
、
貨
幣
の
代
用
物
と
し
て
振
出
し
た
既
発
行
手
形
を
回
収
す
る
た
め
の
資
金
を
得
る
目
的
を
も
含
ん
で
い
た
の
一
八
四
八
年
に
発
行
せ
ら
れ
た
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
・
リ
ー
デ
ィ
餅H"
i
 
ン
グ
鉄
道
P
h
i
l
a
d
e
l
p
h
i
a
&
 R
e
a
d
i
n
g
 R・
の
優
先
株
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ラ
ン
ド
に
居
住
せ
る
社
債
所
有
者
b
o
n
d
h
o
l
d
e
r
s
に
八
彩
優
先
株
を
呈
供
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
社
債
を
償
還
す
べ
く
申
出
た
。
併
し
、
こ
れ
に
対
し
て
社
債
権
者
達
は
、
普
通
株
・
優
先
株
に
共
に
七
彩
の
配
当
を
支
払
い
、
し
か
る
後
尚
残
余
が
あ
る
場
合
に
は
、
優
先
株
は
普
通
株
と
平
等
に
そ
れ
に
参
加
し
得
る
条
件
で
あ
る
な
ら
、
そ
の
申
出
を
受
諾
す
る
と
主
張
し
、
結
局
、
会
社
側
は
こ
れ
を
ち
、
板
金
の
レ
ー
ル
plate
rail
は、
又
、
イ
ー
リ
鉄
道
も
＾
ド
ソ
ン
河
か
ら
イ
ー
リ
湖
（
松
谷
）
. 
，ヽ
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以
上
の
如
く
、
四
0
年
代
に
入
っ
て
優
先
株
ー
|
新
規
発
行
株
式
に
一
定
期
間
一
定
率
の
利
子
を
支
払
う
ー
|
は
‘
H
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
例
外
的
に
国
は
、
後
年
緊
急
時
の
鉄
道
会
社
の
確
固
た
る
資
本
調
達
の
一
手
段
と
な
る
基
礎
を
確
立
す
る
に
い
た
っ
た
の
で
あ
る
。
~
、
か
か
る
優
先
株
は
前
述
せ
る
所
か
ら
も
分
る
如
く
、
一
般
的
に
は
す
べ
て
一
時
的
な
性
格
の
も
の
で
あ
り
、
従
っ
て
、
配
当
に
関
し
g
 
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
“
U
て
は
累
積
的
、
非
参
加
的
で
あ
り
、
議
決
権
に
つ
い
て
は
普
通
株
と
全
く
同
様
な
権
利
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
唯
、
例
外
的
に
前
記
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
・
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
鉄
道
の
そ
れ
と
、
＂̂r u
 
p
r
e
f
e
r
r
e
d
 s
t
o
c
k
の
原
型
が
存
在
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
こ
れ
は
オ
ハ
イ
オ
ヘ
鉄
道
を
完
成
さ
せ
る
た
め
に
要
す
る
資
金
調
達
の
た
め
一
八
四
九
年
B
.
0鉄
道
は
六
彩
優
先
株
を
発
行
し
た
。
こ
の
発
行
に
際
し
て
、
も
し
優
先
株
主
が
普
通
株
主
と
し
て
そ
の
利
益
の
分
配
に
参
加
す
る
こ
と
を
望
む
な
ら
、
優
先
株
主
自
身
が
一
定
期
間
内
に
、
そ
れ
を
決
定
す
れ
ば
よ
い
。
も
し
優
先
株
主
が
普
通
株
へ
転
換
し
な
か
っ
た
ら
、
永
久
的
に
六
彩
優
先
株
に
と
ど
ま
る
、
と
規
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
一
八
四
八
年
以
来
の
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
、
こ
れ
ま
で
、
実
質
的
に
は
優
先
株
で
は
あ
っ
た
が
併
し
立
法
機
関
の
条
文
で
は
「
優
先
的
配
当
を
受
け
る
株
式
、
或
い
は
新
株
式
」
等
の
如
く
、
そ
の
用
語
が
用
い
ら
れ
て
お
ら
ず
、
従
っ
て
、
新
聞
・
雑
誌
・
会
社
出
版
物
に
ア
メ
リ
カ
優
先
株
の
発
達
H
（
松
谷
）
デ
ル
フ
ィ
ア
・
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
鉄
道
の
そ
れ
と
、
一
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ハ
ー
レ
ム
鉄
道
N
e
w
Y
o
r
k
 &
 H
a
r
l
e
m
 R. 
お
い
て
も
、
「
優
先
株
」
．
「
新
株
式
」
n
e
w
 s
t
o
c
k
 
尚
、
今
日
一
般
的
に
使
用
さ
れ
て
い
る
「
優
先
株
」
と
区
々
に
使
用
さ
れ
て
い
た
が
、
ー』.,、
一
八
四
八
年
三
月
二
十
九
日
、
前
記
フ
ィ
ラ
な
る
用
語
が
正
式
に
採
用
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
の
は
達
成
の
た
め
、
或
は
そ
の
拡
長
の
た
め
、
ロ
設
備
改
造
の
た
め
に
多
く
の
鉄
道
会
社
に
よ
っ
て
、
一
般
に
投
資
大
衆
に
対
し
て
発
行
⑩
 
手
形
或
は
社
債
の
償
還
或
は
そ
れ
と
の
交
換
の
た
め
に
発
行
さ
れ
、
こ
の
一
0
年
間
に
優
先
株
認
め
る
に
い
た
り
、
こ
こ
に
所
謂
「
参
加
的
優
先
株
」
p
岡
ticipating
p
r
e
f
e
r
r
e
d
 s
t
o
c
k
が
誕
庄
+
し
た
の
で
あ
る
。
一
八
四
九
年
に
発
行
し
た
B
•
O
鉄
道
の
転
換
優
先
株
p
r
e
f
e
r
r
e
d
 s
t
o
c
k
 
の
優
先
株
の
convertible 
建
設
計
画
240 
ア
メ
リ
カ
優
先
株
の
発
達
H
な
る
用
語
が
使
用
さ
れ
て
以
来
、
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
両
州
立
法
機
関
の
条
文
に
初
め
て
正
式
に
n
 
H
"
l
 
そ
れ
に
統
一
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
註
田
G
•
H
.Ev
a
n
s
;
 
ibid., 
p. 
5
0
.
 
③
ibid., 
p. 
5
3
.
 
⑱
ibid., 
p. 
5
0
.
 
④
ibid., 
p. 
5
0
.
 
固
ibid.,
p. 
51. 
⑥
ibid., 
p. 
51. 
m
i
b
i
d
.
,
 p
p
.
 
5
0
~
5
1
.
 
⑧
ibid., 
p. 
51. 
⑨
ibid., 
p. 
5
3
.
 
⑩
ibid., 
p. 
5
0
.
 
皿
ibid.,
p. 
5
3
.
 
⑫
ibid., 
p. 
5
3
.
 
⑬
ibid., 
p. 
5
7
.
 
⑭
か
か
る
ケ
ー
ス
が
最
も
多
く
現
わ
れ
る
に
い
た
っ
た
の
は
、
つ
い
て
は
後
節
で
述
べ
る
。
⑮
ibid., 
p. 
5
7
.
 
当
時
の
優
先
株
は
、
一
定
期
間
だ
け
「
利
子
」
を
享
受
し
う
る
一
時
的
な
も
の
で
あ
り
、
利
益
が
あ
が
り
、
そ
の
普
通
株
主
に
も
、
優
先
的
配
当
額
以
上
を
支
払
い
得
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
自
然
に
そ
れ
が
普
通
株
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
議
決
権
も
す
べ
て
所
有
し
て
い
た
。
⑯
ibid., 
p. 
5
6
.
 
閻
ibid.,
p. 
5
2
.
 
英
国
に
お
け
る
優
先
株
発
展
の
初
期
に
お
い
て
は
、
＾
＾
a
c
t
i
v
e
"
,
"
c
o
u
n
t
y
"
,
 "
p
r
o
f
i
t
a
b
l
e
"
 
s
h
a
r
e
s
と
呼
ば
れ
、
発
行
を
許
可
し
た
ペ
ソ
シ
ル
バ
ニ
ア
P
e
n
n
s
y
l
v
a
n
i
a
 
（
松
谷
）
一
八
九
0
年
代
の
不
況
期
に
お
ち
い
っ
た
鉄
道
会
社
に
お
い
て
で
あ
り
、
こ
れ
に
六
四
「
優
先
株
」
こ
れ
に
対
し
て
普
通
241 
ア
メ
リ
カ
優
先
株
の
発
達
日
ド
ル
ユ
ー
D
a
n
i
e
l
D
r
e
w
 
（
松
谷
）
だ
が
、
優
先
株
は
よ
り
活
澄
に
発
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
行
し
得
る
か
否
か
に
つ
い
て
の
問
題
が
持
ち
出
さ
れ
、
六
五
株
を
e
•
p
a
s
s
i
v
e
"
,
"adv
nturer's", "patriotic" s
h
a
r
e
sと
呼
ば
れ
て
い
た
。
H
.
E
•
H
o
a
g
l
a
n
d
;
Corporation Finance, 1947, 
p. 
1
5. 
新
規
発
行
株
式
に
一
定
期
間
、
一
定
率
の
利
子
の
支
払
い
を
す
る
、
所
謂
「
優
先
株
」
の
発
行
に
よ
る
資
本
調
達
方
式
は
、
四
0
年
代
中
に
鉄
道
業
で
確
立
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
が
、
六
0
年
代
に
入
っ
て
あ
ら
た
な
段
階
を
迎
え
る
に
い
た
っ
た
。
即
ち
、
そ
の
日
は
優
先
株
の
自
由
発
行
制
で
あ
る
。
一
八
六
0
年
に
、
メ
イ
ン
州
の
最
高
裁
t
h
e
S
u
p
r
e
m
e
 C
o
u
r
t
 o
f
 t
h
e
 M
a
i
n
e
 
「
優
先
的
配
当
に
関
す
る
取
り
決
め
は
、
旧
株
主
と
新
株
主
に
な
ら
う
と
す
る
個
人
と
の
間
に
取
り
結
ば
れ
る
一
契
約
に
す
ぎ
な
い
か
ら
、
会
社
の
自
由
意
志
で
優
先
株
を
発
行
し
て
も
よ
い
」
と
裁
定
さ
れ
て
以
来
、
従
来
の
如
く
、
そ
れ
の
発
行
決
定
後
州
政
府
か
ら
許
可
を
得
る
必
要
は
な
く
、
会
社
側
の
自
由
意
志
で
何
時
で
も
自
由
に
発
行
し
得
る
よ
う
に
な
っ
た
。
又
レ
ッ
ド
フ
ィ
ー
ル
ド
f
o
r
m
 o
f
 m
o
r
t
g
a
g
e
 "
 
IF. 
R
e
d
f
i
e
l
d
判
事
も
「
こ
の
種
の
株
式
は
、
「
単
な
る
坦
保
の
一
形
式
」
で
あ
る
か
ら
、
会
社
が
そ
の
資
本
金
capital
s
t
o
c
k
 
へ
、
立
法
当
局
の
許
可
な
し
に
優
先
株
を
発
••only 
a
 
を
増
加
さ
せ
る
権
利
と
坦
保
能
力
の
両
者
を
所
有
②
 
し
て
い
る
時
に
は
借
入
金
の
一
方
式
と
し
て
合
法
的
に
優
先
株
を
発
行
す
る
こ
と
が
出
来
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
従
っ
て
、
そ
れ
以
来
③
 
一
八
五
0
年
以
降
、
合
衆
国
は
未
曽
有
の
鉄
道
建
設
期
に
入
り
、
南
北
戦
争
は
鉄
道
発
展
に
対
す
る
刺
戟
と
し
て
作
用
し
、
山
の
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
鉄
道
は
「
女
学
校
の
寄
宿
舎
の
ハ
シ
カ
」
の
よ
う
に
ひ
ろ
が
っ
て
い
っ
た
。
而
242 
て
優
先
株
は
あ
ら
た
な
る
発
展
段
階
を
迎
え
た
の
で
あ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
優
先
株
の
発
達
H
-
0グ
9
i
―
二
彩
は
普
も
、
そ
れ
は
、
従
来
の
如
く
短
線
で
は
な
く
、
大
陸
を
横
断
・
縦
断
す
る
大
鉄
道
の
建
設
時
代
に
入
り
、
そ
の
結
果
、
巨
額
の
資
本
を
必
要
と
し
た
。
他
方
、
南
北
戦
争
中
に
多
く
の
人
々
が
公
債
に
応
募
し
、
証
券
投
資
の
習
慣
を
持
つ
に
い
た
り
、
そ
し
て
戦
後
、
戦
時
公
債
の
償
還
が
進
行
し
て
い
た
一
方
、
連
邦
政
府
に
よ
る
公
債
の
新
規
発
行
は
減
少
を
辿
り
、
連
邦
公
債
の
現
在
高
は
縮
少
し
、
工
業
会
社
や
公
益
事
業
会
社
の
有
価
証
券
の
発
行
は
ま
だ
極
め
て
少
な
か
っ
た
の
に
対
し
て
、
戦
後
国
民
の
間
に
投
資
に
振
向
け
ら
れ
得
る
固
貯
蓄
が
急
速
に
増
加
し
て
来
た
の
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
多
く
の
比
較
的
大
規
模
な
鉄
道
会
社
は
多
数
の
証
券
ー
ー
i
普
通
株
・
社
債
l
を
発
行
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
資
本
を
調
達
し
た
の
で
あ
り
、
七
三
年
全
国
的
に
襲
来
し
た
恐
慌
に
よ
っ
て
崩
壊
す
る
迄
の
二
0
年
間
は
6
 
鉄
道
証
券
ブ
ー
ム
・
過
度
な
投
機
ブ
ー
ム
で
熱
狂
し
た
の
で
あ
っ
た
6
そ
れ
故
、
優
先
株
は
そ
れ
ら
の
証
券
で
資
本
調
達
が
不
可
能
で
あ
る
会
社
、
或
は
よ
り
多
額
の
資
本
の
調
達
の
た
め
に
そ
れ
を
発
行
す
る
か
い
ず
れ
か
で
あ
り
、
優
先
株
の
発
行
方
式
が
鉄
道
業
で
一
般
化
し
た
と
は
い
え
、
こ
の
期
間
で
の
発
行
数
は
相
対
的
に
少
な
か
っ
た
。
従
っ
て
、
は
こ
の
よ
う
な
事
情
の
下
で
発
行
さ
れ
た
優
先
、
、
、
株
は
前
段
階
に
お
け
る
そ
れ
の
如
く
一
時
的
性
格
の
も
の
で
な
く
永
久
的
な
優
先
株
、
即
ち
、
投
機
的
手
段
た
る
普
通
株
と
安
定
的
投
資
手
段
た
る
社
債
と
の
中
間
的
存
在
物
と
し
て
社
債
よ
り
高
利
率
の
配
当
を
享
受
す
る
永
久
的
な
優
先
株
と
な
る
に
い
た
り
、
そ
の
配
当
率
も
自
由
発
行
制
に
な
る
以
前
の
そ
れ
よ
り
も
著
し
く
高
率
で
あ
り
、
中
に
は
一
―
-0彩
の
も
の
も
現
出
し
、
⑧
 
通
で
あ
っ
た
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
ら
の
優
先
的
配
当
は
、
累
積
的
・
非
参
加
的
で
あ
り
、
普
通
株
と
全
く
同
一
の
議
決
権
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
か
か
る
状
態
は
七
0
年
代
末
迄
続
き
、
八
0
年
代
半
ば
か
ら
起
っ
た
企
業
合
同
の
時
期
に
入
っ
以
上
、
そ
の
誕
生
か
ら
七
0
年
代
末
迄
に
至
る
所
謂
「
初
期
優
先
株
」
に
つ
い
て
、
そ
の
発
行
理
由
及
び
優
先
的
条
項
に
焦
点
を
合
わ
し
乍
ら
順
次
考
察
し
て
来
た
の
で
あ
る
が
、
結
論
的
に
、
優
先
株
は
株
式
の
一
種
と
し
て
で
は
な
く
、
む
し
ろ
借
入
金
1
1
債
務
証
券
の
（
松
谷
）
六
六
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一
種
で
あ
る
と
見
倣
さ
れ
、
そ
れ
は
累
積
的
・
非
参
加
的
配
当
条
項
が
附
加
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
更
に
、
通
株
と
全
く
同
一
の
権
利
を
そ
れ
に
与
え
て
い
た
こ
と
は
初
期
優
先
株
の
特
長
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
れ
は
七
0
年
代
末
迄
共
通
し
て
い
え
る
点
で
あ
る
。
唯
、
自
由
発
行
制
が
認
め
ら
れ
て
以
後
、
殆
ん
ど
総
べ
て
の
優
先
株
は
一
時
的
な
性
格
ー
そ
れ
は
四
0
年
代
末
迄
の
特
長
と
す
る
所
で
あ
り
、
六
七
一
般
産
業
部
門
か
か
る
思
考
に
反
し
て
、
普
一
定
期
間
後
、
自
動
的
に
普
通
株
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
そ
の
発
行
理
由
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
る
。
併
し
、
勿
論
、
四
0
年
代
迄
に
も
永
久
的
優
先
株
は
前
述
し
た
如
く
存
在
し
て
い
た
が
、
そ
れ
は
あ
く
迄
例
外
的
な
も
の
で
あ
っ
た
ー
か
ら
永
久
的
な
も
の
へ
と
変
化
し
た
点
が
異
な
る
だ
け
で
あ
る
。
併
し
、
こ
の
変
化
は
優
先
株
発
展
に
と
っ
て
特
に
重
要
な
る
意
味
を
持
つ
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
何
故
な
ら
、
も
し
永
久
的
性
格
を
目
盃
備
し
な
か
っ
た
ら
お
そ
ら
く
そ
れ
以
後
に
お
け
る
あ
の
高
度
な
る
発
展
は
不
可
能
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
、
た
と
え
可
能
で
あ
る
と
し
て
も
そ
の
発
展
は
遅
延
し
た
に
違
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
又
、
初
期
優
先
株
は
鉄
道
業
に
お
い
て
利
用
さ
れ
、
そ
の
部
門
に
お
い
て
の
み
一
般
化
す
る
に
至
っ
た
と
い
え
る
。
勿
論
、
に
於
け
る
優
先
株
採
用
の
原
型
と
し
て
は
、
参
加
的
優
先
株
、
り
そ
れ
以
前
に
お
い
て
は
、
ア
メ
リ
カ
優
先
株
の
発
達
H
一
八
五
二
年
に
発
行
せ
ら
れ
た
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
毛
織
物
会
社
N
e
w
 E
n
g
l
a
n
d
 
W
o
r
s
t
e
d
 C
o
.
,
|
|
赤
字
会
社
ー
の
八
形
優
先
株
、
五
四
年
の
オ
ー
ガ
ス
タ
水
力
会
社
A
u
g
u
s
t
a
W
a
t
e
r
 
P
o
w
e
r
 
C
o
.
,
1
 
赤
字
会
社
ー
~
の
八
％
優
先
株
、
五
五
年
の
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
シ
ー
亜
鉛
会
社
N
e
w
J
e
r
s
e
y
 Z
i
n
c
 C
o
.
,
1
好
況
会
社
|
ー
の
八
％
五
八
年
の
カ
ン
バ
ー
ラ
ン
ド
石
炭
及
び
製
鉄
会
社
C
u
m
b
e
r
l
a
n
d
coal 
&
 i
r
o
n
 C
o
.
,
|
|
土
亦
字
会
社
—
|
の
六
，
 
形
参
加
的
優
先
株
、
等
を
挙
げ
る
こ
と
が
出
来
る
が
、
併
し
そ
れ
が
広
く
採
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
八
0
年
代
半
ば
か
ら
で
あ
ひ
と
り
鉄
道
業
に
お
い
て
の
み
証
券
金
融
が
最
も
発
達
し
従
っ
て
、
鉄
道
証
券
は
証
券
市
場
で
中
心
的
地
。
位
を
占
め
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
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「
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」
一
0
九
頁
尾
上
一
雄
「
ア
メ
リ
カ
経
済
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」
八
三
ー
八
四
頁
ダ
イ
ス
、
ア
イ
ッ
マ
ソ
共
著
藤
村
忠
・
小
林
睦
夫
訳
「
株
式
市
場
」
―
二
九
頁
一
八
四
八
年
に
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ヤ
California
で
金
鉱
が
発
見
さ
れ
て
以
来
、
ゴ
ー
ル
ド
ラ
ッ
シ
ュ
gold
r
u
s
h
を
迎
え
そ
れ
以
後
多
額
の
資
本
の
蓄
旗
が
な
さ
れ
、
延
い
て
、
投
機
熱
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
っ
た
。
勿
論
こ
れ
が
急
速
な
る
鉄
道
発
展
へ
と
作
用
し
た
。
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皿
一
八
三
五
年
頃
ま
で
は
、
大
部
分
、
政
府
・
銀
行
・
運
河
会
社
お
よ
び
保
険
会
社
の
証
券
が
取
引
の
中
心
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
以
後
一
九
―
―
―
―
年
ま
で
鉄
道
証
券
が
そ
れ
の
指
禅
的
地
位
を
占
め
る
に
い
た
っ
た
。
ダ
イ
ス
、
ア
イ
ッ
マ
ン
「
前
掲
書
」
―
二
八
頁
未
完
（
一
九
五
九
・
八
・1
0
)
 
（
松
谷
）
六
八
